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１．はじめに 

九州新幹線西九州ルートは武雄温泉駅～長崎駅間，

工事延長67kmで，俵坂トンネルは佐賀・長崎県境を

貫く全長5,705mの山岳トンネルである．そのうち，

西工区では，NATM（機械掘削）にて長崎県側3,060

mを掘削した．西工区の代表的な地質は古第三紀杵島

層群泥岩であり，泥岩全区間において前方探査を行

い，その結果を評価して支保パターンを設定し，一

次インバートにより早期閉合を行った．本稿では，

トンネルの前方探査とその評価に基づいた支保パタ

ーン設定，内空変位対策工の施工結果を報告する．  

２．地質 

俵坂トンネル西工区の掘削地質は，TD=600m

（TD=トンネル掘削開始基点からの距離）までは古

第三紀泥岩（起点側泥岩区間），続く TD=1,370m ま

では新第三紀火山岩類，TD=1,370m 以降は古第三紀

泥岩（終点側泥岩区間）であった． 

起点側泥岩区間の生成年代は古第三紀であり，一

般的には固結度が高い傾向にあると言える．しかし

ながら一方では，地殻変動等の構造作用を被り，断

層破砕帯の存在や風化変質等の影響を強く受けてい

るため，著しい強度低下を示す場合も多い．             

  

図 1 俵坂トンネル西工区地質縦断図 

３．起点側泥岩区間 

3.1  前方探査と支保パターンの設定 

起点側泥岩区間では坑内から長尺ノンコアボーリ

ングにより前方探査を行った．ノンコアボーリング

では，湧水評価と併せて，穿孔エネルギー・穿孔速

度の変化により地質の硬軟を捉え，スライムにて地

質変化を確認した． 

泥岩不良部では，著しく鏡肌が発達した粘土化部

分が局所的に分布するなど，性状変化に富んでいた．

そのため，掘削に伴う変形を抑制しトンネルおよび

周辺地山安定の早期確保を目的として，剛性の高い

支保パターンを用いた早期閉合を主体に採用した． 

3.2  施工結果と問題点 

起点側泥岩区間の約 8 割を占める砂質泥岩区間で

は，内空変位を 50mm 以下に抑制できたが，一部の

破砕性泥岩区間では内空変位が 200mm を超過した． 

終点側泥岩区間では，起点側泥岩区間よりも土被

りが大きく（最大約 260m），地山強度比が小さな区

間を掘削することとなるため，より大きな内空変位

の発生が懸念された． 

４．終点側泥岩区間 

4.1  前方探査と支保パターンの設定 

土被りが大きくなる条件下で，性状変化が激しい

泥岩の状態を精度良く把握するためには，ノンコア

ボーリングによる探査では限界があると判断し，高

速施工が可能であり，かつ，コア採取が可能な PS

ワイヤライン工法による先進コアボーリングを採用

し，前方地山の事前評価を行うこととした． 

性状変化が激しい泥岩を安全かつ経済的に掘削す

るためには，支保パターンを適切に設定する必要が

あった．終点側泥岩区間は起点側より土被りが大き

く，潜在地圧も大きくなることから，塑性化し易い

地山と評価をして早期閉合を前提に計画した．砂質

泥岩等の地山状態が良好な区間では新幹線の標準支

保パターンであるⅠsp（鋼製支保工：H-150）を基本

とした 2 パターンを設定し，破砕性泥岩等の地山状

況が劣悪な区間には特 sp（鋼製支保工：H-200）を
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